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（様式1）  

健 第 2 4 9 5 号  
平成20年10月31日  

厚生労働大臣舛添 要一＋様  

大阪府知事橋  

がん診療連携拠点病院の新規指定に係る推薦について   

標記について、「がん診療連携拠点病院の整備に関する指針」（平成20年3月1日  

付け健発第030100号厚生労働省健康局長通知の別添）・に基づき、推薦意見書及び2次  

医療圏の概要並びに推薦書を添付の上、下記の医療機関を推薦します0  

記  

大阪市立大学医学部附属病院（新規指定）  

大阪大学医学部附属病院（新規指定）  

大阪医科大学附属病院（新規指定）  

近畿大学医学部附属病院（新規指定）  

〆  
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大阪府 2次医療圏の概要   

1．圏域図  

≡島二次医療盟   
◎高槻赤十字病院  

☆大阪医科大学附属病院  

豊能二次医療層  
◎市立豊中病院  

☆大阪大学医学部附属病院   

北河内二次医療圏  
◎星ケ丘厚生年金病院   

大阪市二次医療圏  

（北部基本医療圏）◎1大阪市立総合医療センター  
（乗部基本医療圏）◎2大阪府立成人病センター  

◎3大阪赤十字病院  

（西部基本医療圏）  

（南部基本医療囲）◎4大阪府立急性期・総合医療  
センター  

☆ 大阪市立大学医学部附属病  

中河内二次医療圏  
◎東大阪市立総合病院   

堺市二次医療圏  
◎大阪労災病院  

泉大津市   

泉州二次医療圏  
◎市立岸和田市民病院  

南河内二次医療圏   
◎大阪南医療センター  

☆近畿大学医学部附属病院   
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2．概要  

（平成20年9月30日現在）  

ヨ名   
病院数  がん診療連携拠点病院  

面積（krパ） ※1  人口 ※2  人口割合（％）  人口密度  ※3          既指定病院数  今回推薦病院  計   

亘療圏   275．49  999，997   11．5％  3629．9   48   1 2 

亘療圏   213．48  736，969   臥5％  3452．2   39   1 2 

こ医療圏  177．38  1，柑2．416   13．6％  6666．0   61   0  

ミ医療圏  128．91  831．092   9．6％  6447．1   44   0  

ミ医療圏  － 289．93  644，429   7．4％  2222．7   40   1 2 

巨療圏   149．99  833．694   9．69£  555B．3   45   0  

巨療圏   439二54  925，162   1D．7％  2104．8   78   D  

こ医療圏  222．11  2，516．543   29．0％  11330＿2   190   4   1 5 

健医療圏   48．5B  617，322   7．1％  12707．3   41   0  

値医療圏   57．47  450，824   5．2％  7844．5   33   0   0  0   

健医療圏   47．56  625，516   7．2％  13152．1   65   2   0  2   

健医療圏   68．50  822．88†   9．5％  1201乙9   51   2  

1．896．83  8，670．302   100．D％  4570，9   545   4  15   

注1）「人口割合」欄は、県全体の人口に対する圏域ごとの割合を記入すること。  

注2）「人口密度」欄は、各医療圏ごとに、人口／面積（kポ）（小数点以下第2位四捨五入）により算出した数値を記入すること。  

注3）「病院数」欄は、拠点病院以外の病院（診療所は除く。）も含めた数を記入すること。  

※1面積（kポ）：行政区域面積（平成18年10月1日）  

※2 人口：住民基本台帳人口（平成20年3月末）  

※3 病院数：平成2D年7月現在  

注4）「今回推薦病院数」棉は地域がん診療連携拠点病院を都道府県がん診療連携拠点病院へ指定変更する場合には（）書きで、  
指定更新の場合にはく〉書きで、内数を示すこと。  
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大阪市2次医療圏基本保健医療圏の概要  

南部基本保健医療盟  
◎大阪府立急性期・総合医療センター   病   
☆ 大阪市立大学医学部附属院   
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大 阪 府  
推 薦 意 見 書   

大阪府では、全国で最も早＜すべての二次医療圏にがん診療連携拠点病院の指定を受  

けましたが、がんをめぐる状況が依然として厳しいことから、この状況の改善を図るた  

め、  

1 がん診療連携拠点病院の新規がん患者を治療する割合が低いこと  

2 肺がん、肝がんの年齢調整死亡率が全国的にも高いこと  

などの大阪府の特性を踏まえ、「がん診療連携拠点病院の整備に関する指針」（平成20  

年3月1日付け厚生労働省健康局長通知）に該当する4病院を、大阪府がん診療拠点病  

院選定≡員会における審議を経て、新たに地域がん診療連携拠点病院として推薦いたし  

ます。  

第1 はじめに   

大阪府におけるがんの実態は、その年齢調整死⊂率が全国最悪レベルにあるなど深刻  

な状況にあります。これまで、－大阪府では、昭和34年に全国初となるがんを中心とし  

た生活習慣病に関する専門施設である大阪府立成人病センターを開設し、また、全国に  

先駆け、府内在住者に発生したすべてのがんについて、地域がん登録事業である大阪府  

がん登録を開始しまレた。さらに、平成16年2月には「がん制圧総合対策」を策定し、  

「‾力でん予防の推進人「がん検診受診率の向上」、「がん医療の充実」を3本の柱として鋭  

意、取り組んでまいりました。   

ガん医療の充実については、国が進めるがん医療の均てん化を推進するため、平成15  

年度には全国で最も早く、がん診療連携拠点病院の前身であるがん診療拠点病院をすべ  

ての二次医療圏で指定を受けてきました。   

しかしながら、依然として、がんは大阪府民の健康の最大の脅威であり、がん医療の  

充実を一層図る必要があります。   

この間、がん診療連携拠点病院の指定要件が2回にわたり改正される一方、すべての  

二次医療圏に一つ以上のがん診療連携拠点病院の指定を受けている都道府県があるなど、  

がん診療連携拠点病院の指定についても柔軟な対応が行われています。   

大阪府では、「大阪府がん対策推進計画」（平成20年8月策定）に墨つき、力でん診療  

連携体制を充実・強化することにより、がん死⊂率の改善を図ります。  
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第2 今年度の推薦について  

がん診療の賀の向上とがん診療連携体制の整備が一層図られることが明確であるもの  

として、次の4病院を地域がん診療連携拠点病院として新たに推薦します。  

○大阪市立大学医学部附属病院  

○大阪大学医学部附属病院  

○大阪医科大学附属病院  

○近畿大学医学部附属病院  

第3 理由   

1大阪府におけるがんをめぐる状況 一全国最悪レベルのがん死亡率－  

（1）がんによる死亡状況   

① 主な死因別死亡数   

大阪府では、がんは、全国より10年早く昭和46年に死因の第一位となり、平   

成17年のがんによる死亡者数は、22，679人で、全死亡者数（68，648人）の33％   

を占めています。  

平成17年  死亡者数の状況  一大阪府－  

総数   男性   女性   
全死亡者数  68．648  37．664  30．984   
心疾患  10．715  5．230  5．485   

脳血管疾患  6．744  3．258  3．486   

悪性新生物（がん）   22．679  13．906  8．773   

食道   ．797   660  ・137  
E∈l  
芦I   3．472  乙312  1．16D  

肝臓   3．129  之．136   993  
胆のう   910   456   454  
すい臓   1．448   8D7   641  

部  4．604  3．270  1，334  

位  786   ．6   780  
別  389  389  

卵巣   279  279  
大腸   2．613  1．476  1．137  

前立腺   509   509  
膀灯光   351   247   1D4  
その他   3．392  2．027  1．365   

出典：人口動態調査   

また、がんの部位別死亡者数割合は多い順に、男性では、肺、胃、肝臓、大腸＼  
女性では、肺、胃、大腸、肝臓、乳房となっています。  
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出典：人口動態調査  

② 年齢階級別死因割合  

がんは、40歳から89読までの年齢階級で死因の第一位であり、特に40遠から  
84読までの年齢階級では、死因に占めるがんの割合が30％を超えています。  
また、50歳から74読までの年齢階級では、死因に占めるがんの割合が50％を  

超えており、2人に1人ががんで亡くなっていますD  

大阪府における年齢階級別死因割合（5歳階級） －平成1了年－  

B腎不全  

囲肝疾患  

B自殺  

団不慮の事故  

□脳血管疾患  

口肺炎  

同心疾患  

巴悪性新生物（がん）  

出典：人口動態調査  

③ 年齢調整死⊂率  

昭和60年以来、がん年齢調整死⊂率は一貫して全国47都道府県中＼男女ともワ  
ースト1でした。平成17年には、男性が毒森県に次いでワースト2となりましたが、  
依然として死⊂率は全国最悪レベルにありますD  
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がんの年齢調整死亡率（人口10万対）男性  

音大長佐福秋山北和兵禁新高島鳥茨岩広場蛎宮京支福愛千直神山愛群石富山蔭香静宮滋岐福三大岡熊沖長 買岡田口海歌庫良潟知横取城手島玉木城都京島知嚢児奈梨桂馬川山形島川岡崎貰阜井重分山本縄野  
森阪喝  

道山  鳥川  

大佐福北東和兵埼青長茨神愛滋京宮島栃千山山秋石奈群福愛薪福岩高岐広熊宮富三岳法曹静島沖山大長岡  
阪買岡海京歌座玉森崎城禁知買掛城取木葉形口田川良荒島媒渇井手知阜島本崎山重児島川◆同根精製分野山  

道  山  川  島  

出典：人口動態統計特殊報告   

平成17年の大阪府の年齢調整死⊂率を全国と比較すると、全がんでは男性1．12  

倍、女性1．10倍であるのに対し、肺がんは男性1．16倍、女性1．31倍、肝がんは  

男性1．42倍、女性1．44倍と、大阪府では肺がんと肝がんの死亡率が特に高くなっ  

ています。  

年齢調整死亡率比（大阪府／全国）  

女性 平成17年  

全がん  

出典：人口動態統計特殊報告  
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（2）医療圏について 一二次医療圏の人口規模が全国平均の2思超－   

大阪府における医療圏は、住民の日常生活に最も密着した身近な保健医療サービスを  

提供する「一次医療圏（市区町村単位）」、特殊または高度専門的な分野を除き、原則と  

して入院を必要とする医療が充足され、一般的な保健医療サービスが完結的に提供され  

る「二次医療圏」、先端的な技術や特殊な機器等を必要とする高度医療や、府内全土或を対  

象とする保健医療サービスを提供する「≡次医療圏（府全域）」とに区分して設定してい  

ます。   

大阪府における二次医療圏域の考え方については、昭和51年9月、大阪府衛生対策  

審議会において定められ、昭和63年以降は、府、市町村、保健所、医師会、歯科医師  

会、。薬剤師会＼病院等で構成される「地域保健医療協議会」が設置され、地土或保健医療  

計画の作成及び推進が図られるなど、一定の実績が認められる「地主或医療に関するブロ  

ック（※）」に沿って設定されています。  

※ 地域医療に関するブロック  

昭和51年9月、大阪府衛生対策審議芸において、地域医療に関するブロックの検討が   

行われ、大阪市を4箇所、大阪市以外の府内を7箇所、計11箇所の地域に区分しました。   

地域医療に関するブロックは、「一定の地域を基盤として、住民、医療に関連する諸施設並   

びに諸細織、関係行政機関等の相互の協力関係を強め、各種の保健医療活動が総合的かつ   
効率的に展開される」ことを目的として設定されました。   

平成9年の大阪府保健医療計画の改定において、大阪市及び大阪市以外のそれまでの  

基本保健医療圏（一般的な保健医療サービスが完結的に提供される圏域）を二次医療圏  

とし、大阪市二次医療圏については、保健医療計画の作成及び推進組織として、4つの  

地域保健医療協議会が組織されており、4つの「基本保健医療圏」を維持することとし  

ています。すなわち、大阪市の基本保健医療圏は実質的に大阪市以外の二次医療圏と同  

じサービス提供範囲としています。   

大阪市二次医療圏を除く二次医療圏の人口規模は、最大は北河内二次医療圏の約120  

万人、最小でも南河内二次医療圏の約65万人、平均で約90万人となっています。ま  

た、大阪市二次医療圏は、人口約250万人となっており、他の二次医療圏と比較して最  

も大きい人口規模となっていますが、4つの基本保健医療圏を見ても、最大は南部基本  

保健医療圏の約82万人、最小の西部基本保健医療圏でさえ約45万人となっており、  

平均しても約60万人となっています。このように、一つの二次医療圏又は基本保健医  

療圏当たりの人口規模は約79万人と、全国平均（約36万人）に比して約2．2倍と非  

常に大きくなっています。   

二次医療圏当たりの人口蜘勇が大きいことから、地主或の新規のがん患者ががん言多療連  

携拠点病院で治療を受けている割合は、中河内二次医療圏及び泉州二次医療圏を除いて  

3割未満と全国平均［後述〕に満たない状況にあります。  
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二次医療圏の区域  

国土或名   区  域   

大阪市二次医療圏※   大阪市   

北部基本保健医療圏  北区、都島区、淀ノーl区、乗淀川区、旭区   

西部基本保健医療圏   福島区、此花区、西区、i巷区、大正区、西淀川区   

東部基本保健医療圏   中央区、天王寺区、浪速区、東成区、生野区、城東区、鶴見区   

南部基本保健医療圏   阿倍野区、住之…工区、住吉区、東住吉区、平野区、西成区   

豊能二次医療圏   池田市、箕面市、豊中市、吹田市、豊能町、能勢町   

三島二次医療圏   摂津市、茨木市、高槻市、島本町   

北河内二次医療圏   枚方市、寝屋川市、守口市、門喜市、大乗市、四條畷市、交野市   

中河内二次医療圏   東大阪市、ハ尾市、柏原市   

南河内二次医療圏   松原市、羽曳野市、藤井寺市、富田林市、河内長野市、  

大阪狭山市、河南臥太子臥手早赤阪村   

堺市二次医療圏   堺市   

泉州二次医療圏   和泉市、泉大津市、高石市、岸和田市、貝塚市、泉佐野市、  

泉南市、阪南市、忠岡町、熊取町、田尻町、岬町 ノ   

※ 大阪市二次医療園内、基本保健医療圏二他の二次医療圏と同じサービス提供範囲  

二次医療圏の状況  

面積（knて）   人口   人口割合   病院数  がん診療連携  
医療圏名  人口密度  

1   ※2   （％）  ※3  拠点病院   

大阪市二次医療圏   222．11  2、516，543  29．0％  11330．2   190   4   

北部基本保健医療圏   48．58   617，322   7．1％  12707．3   41   

西部基本保健医療匿l   57．47   450．824   5．2％   7844．5   33   0   

東部基本保健医療圏   47．56  625，516   7．乏％  13152．1   65   2   

南部基本保健医療圏   68．50   822，881   9．5％■  12012．9   51   

豊能二次医療圏   275．49  999，997  11．5％  3629．9   48   

≡島二次医療圏   213．48  736、969   8．5％  3452．2   39   

北河内二次医療圏   17千38  1，182，416  13．6％  6666．0  61   

中河内二次医療圏   128．91  831，092   9．6％  6447．1   44   

南河内二次医療圏   289．93  644，429   7．4％  2222．7   40   

堺市二次医療圏．   149．99  833，694   9．6％  5558．3   45   

泉州二次医療圏   439．54  925，162  10．7％  2104．8   78   

計   1，896．83  8，670，302  100．0％  4570．9   545   

※1 面積（kポ）：行政区域面積（平成18年10月1日）  

※2 人口：住民基本台帳人口（平成20年3月末）  

※3 病院数：平成20年7月現在  
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（3）がん医療の充実に対する府民の期待  

「大阪府がん如策推進計画」の策定に当たり実施した府民意見の募集（パブリックコ  

メント）に寄せられた意見総数は242件でした。そのうち、がんに関する情報提供、  

相談支援を含む「がん医療の充実」に関する意見は170件（70．2％）であり、府  

民ががん医療の充実に強い思いを寄せていることがうかがわれます。  

大阪府がん対策推進計画案に対する府民意見の提出状況  

意見提出項目   件 数   割 合   

総論   20   8．3   

がんの予防   41   16．9   

がんの早期発見   4．5   

がん医療   1了0   70＿2   
合 計   242   100．0   

2 がん診療連携拠点病院指定の経緯と現状   

大阪府における二次医療圏については、大阪市、豊能、■≡島、北河内、中河内、南  
河内、堺市、泉州があり、大阪市二次医療圏については、府城における最大の人口集  

中地域であり、従前から、圏域内には、大阪府保健医療計画の推進組織として、4つ  

の地域保健医療協議芸が組織され、医療計画上、北部、西部、東部、南部の基本保健  

医療圏が維持されています。   

がん診療拠点病院については、平成14年8月に大阪府立成人病センタ⊥が指定さ  
れたのをはじめとして、平成15年12月に、全国で最も早くすべての二次医療圏に  
がん診療拠点病院の指定を受け、平成17年1月に合計11箇所となりました。   

当時、各がん診療拠点病院の選考は、地域がん登録事業である「大阪府がん登録事  

業」を活用し、過去4年分のデータを用いて、二次医療圏ごとに、主要ながんの治療  

実績の最も多い医療機関を府の推薦候補として選出しました。・   
ただし、大学病院については、その本栗機能や、各がん診療拠点病院が支援・協力  

を求めるべき医療機関であるとして、候補対象から除くものとしていました。   
実際の推薦に当たっては、厚生労働省が定める指定要件の充足状況、当該医療機関  

の意向を確認するとともに、大阪府独自の条件として、府民が医療機関を選択する際  
に参考となる情報提供を目的に、「大阪府がん登録事業」への積極的な協力＼これを活  

用した府の統一的な計測によるがん患者の5年生存率、手術件数等の言今療成績の情報  
公開について同意することを付加しました。   

その後、平成19年1月に大阪府立成人病センターが都道府県がん診療連携拠点病  

院として指定されました。その他の10病院は地域がん診療連携拠点病院として更新  

指定されました。地主或がん言多療連携拠点病院の配置は、豊能、三島、北河内、中河内、  
南河内、堺市、泉州の各二次医療圏に1箇所の指定、大阪市二次医療圏については3  

箇所の指定となっています。  
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現在、大阪府では、・大阪府立成人病センターを事務局とし、各がん診療連携拠点病  

院、大阪大学医学部附属病院、大阪医科大学附属病院、関西医科大学附属枚方病院、  

近畿大学医学部附属病院、大阪市立大学医学部附属病院で構成する「大阪府がん診療  

連携協議会」（※）を設置しており、地域におけるがん医療水準の向上をめざし、府内  

がん診療連携拠点病院間の連携及び各二次医療圏の連携に努めているところです。一   

併せて、平成16年3月より、大阪府がん登録事業データ等を活用し、 

連携拠点病院と府内大学病院における5年生存率、手術件数等について、府のホーム  

ページにて公開しており、データ統一のなされた、先進的な取組みとして、その評価  

も多方面から得ているものと考えています。  

※ 大阪府がん診療連携協議会   

大阪府が平成14年度に地域におけるがん医療水準の向上を目的に設置した「大阪府   

がん診療拠点病院連絡協議会」がその前身で、発足当初より特定機能病院である大学病   

院は、がん診療拠点病院とともに参画し、5年生存率を含むがん診療成績の公開など、   

がん診療連携拠点病院の機能強化に協力してきました。  

．平成19年度より、都道府県がん診療連携拠点病院である大阪府立成人病センターが   

設置する協議会に移行しました。  

3 府のめざすがん診療連携体制について 一号年度の推薦－  

（1）基本認識   

上記1及び2から、大阪府におけるがん医療を充実し、がん診療連携体制の強化を図  

るには、次の視点に立ち医療機関の整備を行う必要があると考えます。  

（D がん診療連携拠点病院における治療割合の向上   

がん患者が診療体制の整備された医療機関で治療を受けることが死亡率の低減につ  

ながります。その中でも、がん診療連携拠点病院は、専門的ながん医療の提供等を行  

うとともに、二次医療圏におけるがん診療の連携協力体制の整備、がん患者を含む府  

民に対する相談支援及び情報提供等の役割を求められています。   

しかしながら、直生労働省科学研究費補助金がん臨床研究事業「がん患者の医療機  

関受言引こ関する動態調査」平成19年度総括報告書によると、がん登録データより分  

析が可能であった、9府県でがん診療連携拠点病院七主治療を受けた患者の割合は、  

大阪府が24．8％であるのに対し、その他の8県は30．0～69．5％といずれも30％以  

上となっています。  
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がん診療連携拠点病院による治療割合  

2000－2002（2001－20D3）年診断、9府県比較  
二次医 拠点病院数  人．±＝＝ヰIt  進行度  Jn 

府県 ≡芸芸 エロ三ごr＝ニ、 全病期   エ′n刑   
療国数 調査時（現在）  限局 領域 遠隔  

28．2  24．5 18．4  

38＿9  33．D  23．5  

29．5  30＿6  30．7  

41．1 44．9  47．5  

57．4  52．6  41■0  

58＿1  54．4  45．4  

73．0  62，0  63．3  

24．8  

（13）  33、2  

（14）  30．0  

43．0  

52▼4  

（幻  54．4  

69．5  

57．3  

大阪  8   11  

千葉  8  7  

愛知  11  11  

宮城ヰ 10  7  

山形  4  6  

新潟  7  6  

福井   4  5  

鳥取  3  5  

長崎  8  6  43．9 ＊＊  51，7 57．3  53．1  

＊手術例のみ、ヰヰ全病期に上皮内、進行度不明を含む   

また、平成12－14年大阪府がん登録データからがん患者動向を見ると、力てん診療  

連携拠点病院での主治療を受ける割合は23．6％であり、全国平均（推計）の29．7％  
（※）に比しノて低い状況にあります。「大阪府がん対策推進計画」に記載しているよう  

に、現在の二次医療圏（基本医療圏を含む）に指定されている1箇所の地土或がん診療  

連携拠点病院の機能強化だけでは、円滑ながん医療の提供・充実が行われているとは  

言いがたい状況です。   

全国最悪レベルのがん年齢調整死亡率を改善するには、がん診療連携拠点病院での  

治療割合が全国平均を上回ること、少なくとも3由を超えること力†必要であり、その  

ためにはがん診療連携拠点病院を早急に増やさなければならないと考えます。   

併せて、新たに指定されるがん診療連携拠点病院と既指定がん診療連携拠点病院と  

が連携することにより、がん診療連携体制の一層の充実が図られます。  

※ 算定方法   

がん診療連携拠点病院1病院当たりのがん患者数は指定要件から少なくとも1，200   

人として、現在のがん診療連携拠点病院数351を乗じると、国が期待するがん診療連   

携拠点病院が診療するがん患者は、421，200人となります。全国の推計がん患者数は J   

約142万人であり、したがって、がん診療連携拠点病院での主治療を受ける割合は   

29＿7％と推計するものです。  

② 大阪府の地1或特性への対応   

大阪府のがん患者は、我が国に多いがんの中でも肺がん及び肝がんの割合が高くな  

っており、このようながん種別に着目してがん診療連携拠点病院を選定する必要があ  

ると考えます。   

また、大阪府内には、がん診療連携拠点病院のみならず、特定機能病院である大学  

病院、その他一般の医療機関等高いがん診療実績を有する医療機関が多数存在してい  

ることから、地‡或資源を十分に活用したがん言多療連携体制の構築が必要です。  
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こうしたことから、大阪府がん対策推進計画に記載しているように、一定の人口規模・  

患者数を有する二次医療圏においては、地域がん診療連携拠点病院が期待される役割を  
担うため、複数必要であり、厚生労働大臣への推薦には府の現状を反映したものでなけ  

ればならないと考えるものです。   

なお、現在指定を受けているがん診療連携拠点病院が期待される機能を十分に発揮し、  

府矧こ質の高いサービスが提供できるよう、大阪府としてその活動状況窄適宜把握し、  
必要に応じて指導してまいります。とりわけ、がん相談支援センターについては、「大阪  
府がん対策推進計画」の策定時に行ったパブリックコメントにおいても、府民に十分認  
知されていないという意見があり、がん対策推進計画において、「相談支援センターが府  
民に周知されるよう努める」としたところです。今後、計画に基づき、がん診療連携拠  

点病院の機能強化・充実を図っていきます。  

（2）推薦手続きについて  

大阪府では、今年度、がん診療連携拠点病院の厚生労働大臣への推薦手続きについて、  
透明性、公平性、客観性をより高めました。   

まず、がん診療連携拠点病院を厚生労働大臣に推薦するに際して、府としての推薦基  
準を「大阪府がん診療拠点病院選定委員会」（※）の意見を伺いながら策定し、ム表しま  
した。その内容は、「がん診療連携拠点病院の整備について（平成20年3月1日付け厚  
生労働省健康局長通知）」別添「がん診療連携拠点病院の整備に関する指針」（以下「指  

針」といいます。）の指定要件に加え、府独自に  

（i）大阪府が行うがん登録事業において院内がん登録のデータを提供すること  

（ii）情報公開として、大阪府が地域がん登録を活用して統一的な計測により各地域  

がん診療連携拠点病院におけるがん患者の5年生存率、手術件数等の診療成績を  
算出し、公表することに同意すること  

（iii）がん診療連携拠点病院の指定要件に関する情報を積極的に公表するとともに、  
府が公表することに同意すること  

を定めたところです。   

この推薦基準に照らし、平成20年10月24日開催の上記選定委員会において、推  
薦対象病院を審査し、大阪府の推薦基準に適合しているものとして推薦病院を決定しま  

した。   

なお、推薦に際しては、府職員による現地確認を行うともに、病院代表者の意向も確  

認しています。  
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※ 大阪府がん診療拠点病院選定委員会   

平成2〔〕年度に大阪府が設置した、がん診療連携体制について審議・審査する委員会   

です。がん診療連携拠点病院の推薦基準の策定について審議するとともに、厚生労働大   

臣に推薦する病院について審査を行うこととしています。また、大阪府がん診療拠点病   

院の指定要件の策定について審議し、病院の指定について審査を行います。委員は、が   

ん診療連携拠点病院・特定機能病院・大阪府医師会・大阪府病院協会・大阪府私立病院   

協会の代表者に加え、がん患者芸の代表者、学識経験者で構成しています。  

＼、㌧  

（3）地域がん診療連携拠点病院の推薦について   

享年度の推薦に際しては、指針に定める指定要件を満たしており、各医療圏士或で明ら  

かに高いがん診療機能を持ら、上記の地域特性に対応し、治療割合が飛躍的に増加する  

ことが期待できる病院のみを対象とし、「大阪府力†ん診療拠点病院選定委員会」の意見も  

伺った上で推薦するものです。  

（推薦対象病院）   

大阪市二次医療圏：大阪市立大学医学部附属病院   

豊能二次医療圏二大阪大学医学部附属病院   

三島二次医療圏：大阪医科大学附属病院   

南河内二次医療園：近畿大学医学部附属病院   

なお、医療圏別に見ると、北河内二次医療圏については、関西医科大学附属枚方病院  

が推薦対象として考えられましたが、同病院においては、がん診療連携拠点病院申請書  

類にある所定期間の実績があげられないため、写年度の推薦を見送ることとしました。  

中河内二次医療圏及び泉州二次医療圏については、既に3割を超える治療割合があり、  

堺市二次医療圏については、大阪市立大学医学部附属病院、近畿大学医学部附属病院等  

が指定されることにより3割を超える治療割合があることから、同医療圏にある病院を  

追加推薦することは見送ることとしました。  

4 各推薦医療機関について  

（1）大阪市立大学医学部附属病院  

① 二次医療圏名  大阪市二次医療圏  

② 推薦理由  

大阪市立大学医学部附罵病院は、南大阪方面の玄関口であるJR「天王寺」駅、   

近鉄「－阿部野橘」駅及び阪堺電車「天王寺駅前」駅から西400mの所に立地し  
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ています。JR r天王寺」駅は、大阪市南臥中河内二次医療圏の八尾市及び柏  
原市と奈良県を結ぶ関西本線、大阪市南部及び堺市、泉州二次医療圏の和泉市、  
岸和田市、泉佐野市等と和歌山県を結ぶ阪和線、大阪市西部を含む大阪市内各駅  
を結ぶ大阪環状線の結節点です。近鉄「阿部野橋」・駅は、大阪市南臥南河内二  
次医療圏の松原市、藤井寺市、羽曳野市等と奈良県を結ぶ近鉄南大阪線のターミ  
ナル駅です。さらに、天王寺地区には、・大阪市中心部を南北に縦断する地下鉄御  
堂筋線及び谷町線「天王寺」駅並びに路面電車として堺市とを結′三瓶堺電鉄の「天  

王寺駅前」駅があります。   

このように、同病院は大阪市西部地域、大阪市南部地域を含む大阪府南部地域  
の府民が利用しやすい立地位置にあります。  

こうした立地条件もあり、平成12－14年のがん登録データからがん悪者の動  
向を見ると、大阪市二次医療圏のがん患者力咽病院を受診している割合は6・3％、  
南河内二次医療圏の患者では4．1％、中河内二次医療圏の患者では3・3％、堺市二  
次医療圏の患者では3．1％、泉州二次医療圏の患者では2▼2％を占めていますD大  
阪市二次医療圏内では、大阪市南部基本保健医療圏の患者が11・6％、大阪市西部  
基本保健医療圏の患者が5．0％を占めていますロ同病院は大阪市内の新発がん患  
者の治療のみならず大阪府南部地域の新発がん患者の治療も担っています。   

また、同病院は、平成13－15年のがん登録データから見ると、肺がんについ  
ては、大阪市立総合医療センター［地域がん診療連携拠点病院］、大阪府立成人病  
センター［都道府県がん診療連携拠点病院］に次いで多い307人の患者数となっ  

ています。肝がんについては、  

大阪府立成人病センター、大  

阪赤十字病院［地域がん診療  

連携拠点病院］、大阪府立急性  

期・総合医療センター［地域  

がん診療連携拠点病院］、大阪  

府済生会中津病院に次いで多  

い131人の患者数となって  

います。   

なお、大阪府が調査した同  

病院の大阪市二次医療圏の  

平成19年度入院肺がん患  

者数は延べ415人、入院肝  

がん患者数は延べ406人と  

なっています。   

大儀布二次匿氏田  
（北部革本民広田）01六蛭市立隼合匿鎮センター  
（文部基本医療暫）◎2大阪府立成人馬センター  

◎3天板静十邦隋  

（西訂蔓事琶す巴）  

（印幡本匠石田）◎4大阪府立急性叫・控吉辰だ  

センター  
せ 大阪市立大芋匿宇が肘鉱病院   中汚内＝次筐広也  

◎丈六職市立控合愕杭  

阿仁略画   

がん診療への主な取組み  

は、肺がんについて、胸腔鏡  

下手術や術後の放射線化学  
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